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平成２９年度第４回 印西市市民活動推進委員会 会議要旨 

 

１．開催日時 平成２９年８月４日（金） 午前９時３０分～１１時５５分 

２．開催会場 印西市文化ホール 大会議室 

３．出 席 者 粉川一郎委員長、椎名武博委員、大和正明委員、安倉史典委員、林典子委員、 

矢野眞理委員、大野定俊委員、浅賀博委員、桑田佳雄委員、志村はるみ委員、 

坂本冨彦委員（以上１１名） 

４．事 務 局 髙橋参事、伊藤、杉山、平木 

５．傍 聴 者 なし（非公開） 

６．会議内容 １ 開会 

２ 議題 

（１）平成２９年度企画提案型協働事業の公開審査会（アイデア審査）について 

（２）平成２９年度企画提案型協働事業の提案事業について 

（３）平成２９年度企画提案型協働事業の公開審査会（最終審査）について 

（４）その他 

３ 閉会 

７．会議要旨 

 

２ 議題 

（１）平成２９年度企画提案型協働事業の公開審査会（アイデア審査）について 

  〔参考資料〕資料１～３ 

≪事務局説明≫ 

資料１～３に基づき、平成２９年度企画提案型協働事業の諮問内容と、８月１８日に開催される公

開審査会（アイデア審査）のプログラム及び評価の方法について説明した。今年度は自由提案型とし

て継続４件と新規６件、計１０件の提案があり、書類上は特に問題がないものと判断された。指定テ

ーマ型「市民向けごみ分別冊子の作成」については、具体的に提案が検討されたものの、最終的な提

案までには至らなかった。 

以上から、継続４件についてはアイデア審査を省略して最終審査に進むこととし、新規６件につい

てアイデア審査をお願いしたい。 

≪委員長確認≫ 

・事務局説明のとおり、審査を行うこととしてよろしいか。 

 →異議なし。（全委員） 

・公開審査会を欠席させていただくため、審査結果の発表・講評は、委員長職務代理者の志村委員と

大野委員の両名にお願いしたい。 
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 →志村委員、大野委員了承。その他の委員異議なし。 

・昨年度までは、審査結果の付帯意見を休憩時間中にとりまとめ、模造紙にマーカーで記入する作業

を行っていた。しかし、例年作業に時間がかかり休憩時間が長くなることから、発表と講評は例年

どおりの形で行うが、記入作業については省略したい。 

→異議なし。（全委員） 

≪委員質問≫ 

・予算を含めて審査するのか。 

 →具体的な予算の審査は、アイデア審査後に提出される経費内訳書を基に、最終審査で審査してい

ただく。（事務局） 

・市の立場からの評価を審査する必要はないのか。 

 →アイデア審査後に団体と市で協議を行い、協議が整った提案が最終審査に進出することになる。

最終審査では実施体制や協働の役割分担も審査対象となる。また、市の関連部署もプレゼンテー

ションに同席するので、市への質問も可能である。（事務局） 

・審査件数が増えてきているのは素晴らしいことだが、この傾向が続くようであれば、提案内容の優

先順位をつけるような評価のしくみを、将来的に検討していただきたい。 

 →ご意見として伺う。（事務局） 

 

（２）平成２９年度企画提案型協働事業の提案事業について 

〔参考資料〕資料４～８ 

≪事務局説明≫ 

・資料４～５に基づき、提案団体の概要、提出された協働の機会提案書について確認した。継続４件

の提案については、昨年度に提出された協働の機会提案書（資料６）、担当課から提出された事前

協議チェックシート（資料７）もあわせて確認した。 

≪委員長確認≫ 

・審査会で効果的に質疑を行うため、この場で質問事項を検討してよろしいか。 

 →異議なし。（全委員） 

≪検討事項≫ 

・継続４件の提案について、一括して内容を確認した。 

・提案２の確認の際、昨年度提案された計画に対し、実施スケジュールが遅れていることや活動のス

テップアップが図られていない点が指摘された。 

→検討の結果、委員会からの指摘事項として最終審査の開催通知とあわせて団体に送付することに

なった。 

・新規６件の提案について、１件ごとに内容を確認し、審査時に行う質問事項を検討した。 

※提案８が議題の際、関係者の矢野委員は室外へ退席。 

 

（３）平成２９年度企画提案型協働事業の公開審査会（最終審査）について 

〔参考資料〕資料９・１０ 

≪事務局説明≫ 

・資料９・１０に基づき、１０月６日に開催予定の公開審査会（最終審査）の進行及び評価の方法に
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ついて説明した。また、審査件数が多くなった場合、審査時間が長くなることを確認した。 

≪委員長確認≫ 

・審査件数が多い場合、最終審査は午前から開始するか、時間が遅くなっても午後開始とするかにつ

いて確認した。 

→午後からの希望が多かったため、午後開始でスケジュールを調整する。 

 

（４）その他（事務連絡） 

・アイデア審査の開催日時、場所について再確認した。 

以上 


